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【学位論文の要旨】

別紙に記載

【論文 目録】

別紙に記載

【審査結果の要旨】

本論文は,小 児期か らの高血圧予 防の推進 に役立てることを目的として,地 域 の全

小学校 にお いて児童 と教諭の尿検査による食塩摂取量および尿中ナ トリウム/カ リウ

ム(Na/K比)を 評価 し,食 習慣 との 関連 を解 析 してそれ らの結果 に基づいた食教育の

方法を開発し実践したものである。

第1章 では,成 人における食塩摂取 と高血圧 との関連,小 児期 か ら成 人への血圧の

推 移,お よび小児の食塩摂取 量 に関す る国内外の報告 について文献 レビューを行い,

食塩 とNa/K比 の高値が循環器疾患 の リスクで あることか ら,本 研究 の意義 と 目的 を示

した。



第2章 では,京 都 府内K町 立 小学校全5校 の小学4-6年 生318人(96.1%)を 解 析

対 象 とし,推 定食塩摂取量が 日本 人の食事摂取基準2015年 版 の食塩相 当量 の 目標量 を

超 えた児童の割合が30.2箔,尿 中Na/K比 が 目標値4.OmEq比 を超 えた児童の割合 が59.2%

である ことを明 らか にした。さ らに,重 回帰分析の結果,尿 中Na/K比 は果物 の毎 日摂

取 と有意 な負の相 関があ り,児 童 の尿 中Na/K比 は果物の摂取 によ り低下す る可能性を

示唆した。

第3章 では,第2章 の対象小学校 にお いて食育 を担当する栄養教諭を含む教諭68人

(85.0%)の 推定食塩摂取量お よび尿 中Na/K比 を児童 と同時期 に調査 し,推 定食塩摂

取 量が 日本 人 の食事 摂取基準2015年 版 の食塩相 当量 の 目標 量 を超 えた割合が男性

45.5%,女 性63.0%と 児童 よ りも高値で ある こと,男 女共 に減塩意識 の有無 によ り推定

食塩摂取量に有意差を認めず,教 諭 に食塩摂取 に関 して課題 が あり,児 童 と教諭 共 に

学校全体 で適塩教育を進める必要性 を明らかにした。

第4章 では,第2章 の食塩摂取量調査結果 の個人および集団の結果票の作成と返却

を行い,小 児期 に薄 味 に慣 れ る ことの重要性について学習することを目的 として開発

した,児 童の食塩 味覚 閾値検 査 につ いて述べている。体験型学習により,児 童 の食塩

摂取 に対す る関心 を高めたことを示し,こ れ らの食教育 の有用性 を明 らかにした。

第5章 で は,第2～4章 で得た結果 を学校全体へのポ ピュレーションアプローチに展

開する目的で実施 した学校給食の食塩および果物提供量調査について述べている。食

塩提供量は学校給食実施基準に準 じて提供されていたが,現 行 の食事摂取基準 に準 じ

て さ らに低下させる必要性 を明 らかにした。果物提供量は,学 校給 食標準食品構成表

に示 され る量の約1/5で あ り,調 査 の結果 を児童へ の果物 摂取 を推奨する食教育,果

物提供量 を増加 させ る取組 に発展 させたことを述べている。

第6章 で は,研 究全体 を総括 し,小 学校 の栄養教諭,養 護教諭,教 諭,行 政栄養士,

保健師,学 生お よび医師等 の多職種 の連携 によ り,小 児期 か らの高血圧予防を推進 し,

地域全体 の健康増進 に寄与す る可能性を示唆 した。

以上の結果より,本 論文が博士(学 術)の 学位論文 として価値 あるものと認めた。

6最 終試験 の結果 の要 旨

平成30年2月7日(水)午 後4時15分 よ り,本 学稲盛記念会館会議室 にお いて博

士学位論文発表会を公開で行った。約30分 の 口頭発表後,約30分,質 疑応答が行 わ

れた。質 問の内容 は,研 究 の新規性,わ が国の高血圧 の有病者数 と医療費との関連,

児童 と教諭 の意識や食行動 による栄養教育の評価,学 校給食実施基準や標準食品構成

についての意見等,多 岐に渡た ったが,概 ね適切 に回答 した。以上 よ り,審 査委員全

員一致で最終試験合格 とした。

以上


